
（秋田県）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
糧
に
新
た
な
価
値
を
創
造

未
来
志
向
の
創
生
が
育
む
持
続
可
能
な
ま
ち
！

観
光
振
興
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

　

と
に
か
く
広
い
。
そ
し
て
広
大
な
市
域
の
中
に
全

国
区
レ
ベ
ル
の
観
光
資
源（
地
域
資
源
・
地
域
財
産
）

が
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
17
年
９
月
20
日
、
旧
仙
北
郡
田
沢
湖
町
・
角

館
町
・
西
木
村
の
２
町
１
村
に
よ
る
合
併
で
誕
生
し

た
仙
北
市
の
地
図
を
広
げ
る
と
き
、
そ
れ
は
誰
も
が

思
う
実
感
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

面
積
約
１
１
０
０
㎢
は
東
京
都
の
半
分
強
。
広
大

な
都
市
の
多
い
秋
田
県
内
で
は
由
利
本
荘
市
、
北
秋

田
市
に
次
ぐ
３
番
目
の
面
積
で
、
全
国
７
９
２
市
中

18
位
に
相
当
す
る
。

　

観
光
資
源
は
中
央
や
や
下
部
に
位
置
す
る
田
沢
湖

（
最
大
水
深
約
４
２
３
ｍ
は
日
本
一
）を
扇
の
要
と
す
れ

ば
、
最
北
部
に
は
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
に
属
す

る
八
幡
平
、
単
一
の
湧
出
口
に
お
け
る
強
酸
性
湯
の

湧
出
量
日
本
一
を
誇
る
湯
治
場
・
玉
川
温
泉
が
あ
る
。

　

ま
た
市
域
東
部
に
は
、
北
日
本
随
一
の
高
山
植
物

の
宝
庫
・
秋
田
駒
ケ
岳
が
鎮
座
。
そ
の
北
方
に
は
全

国
温
泉
フ
ァ
ン
憧
れ
の
地
と
さ
れ
る
秘
湯
・
乳
頭
温

泉
郷
が
、
乳
頭
温
泉
郷
と
田
沢
湖
の
中
間
に
は
田
沢

湖
高
原
温
泉
郷
と
水
沢
温
泉
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
温
泉
群
と
前
出
の
玉
川
温
泉
を
合
わ
せ
れ

ば
、
仙
北
市
内
に
は
10
種
に
大
別
さ
れ
る
温
泉
泉
質

の
う
ち
８
種
が
そ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
市
域
南
部
に
は
、
全
国
で
も
有
数
の
規
模

を
誇
る
武
家
屋
敷
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
）
を
有
し
、
外
国
人
観
光
客
に
も
大
人
気
の
小
京

都
・
角
館
（
角
館
地
区
）
が
あ
る
。
田
沢
湖
に
面
し
、

渓
流（
桧ひ
の
き
な
い
が
わ

木
内
川
）の
里
、
栗
の
名
産
地
と
し
て
知
ら

れ
る
市
域
西
部
・
西
木
地
区
の
栗
林
に
は
、
国
内
最

大
級
の
カ
タ
ク
リ
群
生
地
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
伝

統
・
文
化
が
同
居
し
、
農
林
業
が
盛
ん
な
仙
北
市
は

「
食
の
宝
庫
」で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
彩
な
観
光
資
源
・
地
域
財
産
を
有

す
る
仙
北
市
の
観
光
入
込
客
数
は
、
観
光
県
・
秋
田

の
中
で
も
県
都
・
秋
田
市
に
次
ぐ
年
間
５
０
０
万
人

以
上
を
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
記
録（
東
日

本
大
震
災
以
前
の
ピ
ー
ク
時

は
約
６
０
０
万
人
）。
仙
北
市
に
は
毎
年
、

人
口
（
約
２
万
６
０
０
０
人
）
の
２
０
０
倍
近
い
数

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
観
光
は
仙
北
市
の
ま
さ
に
基
幹
産
業
で
す
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
観
光
入
込
客
数
も
伸
び

悩
み
気
味
で
、
こ
れ
を
ゆ
く
ゆ
く
は
、
１
０
０
０
万

人
に
ま
で
持
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
私
た
ち
の

目
標
で
す
。
現
実
問
題
と
し
て
は
、
震
災
前
の
ピ
ー

市 政 ル ポ 仙
せ ん ぼ く

北市

門
かどわき

脇光
みつひろ

浩
仙北市長
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ク
時
だ
っ
た
６
０
０
万
人
台
に
追
い
付
き
追
い
越
す

こ
と
が
先
決
で
、
来
年
度
中
に
は
ま
ず
６
０
０
万
人

に
持
っ
て
い
き
た
い
。

　

特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
き
く
落
ち
込
ん
で

い
る
宿
泊
客
数
を
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
よ
っ

て
、
単
に
回
復
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ひ
い
て
は
そ
の
延
長
線
上

で
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
移
住
・
定
住

の
促
進
へ
も
つ
な
い
で
い
き
た
い
。
し
か
し
、
な
か

な
か
そ
う
簡
単
に
は
、
問
屋
が
卸
さ
な
い
で
し
ょ
う

け
ど
ね
」

　

そ
う
言
っ
て
豪
快
に
笑
う
門
脇
光
浩
仙
北
市
長
は

現
在
３
期
目
。
市
長
就
任
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
10

年
目
を
迎
え
る
。

　

市
域
の
広
大
さ
に
比
べ
、
元
々
の
人
口
の
母
数
が

少
な
い
仙
北
市
に
と
っ
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光

の
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
お
よ
び
関
係
人
口
の
増
大

は
、
も
う
一
つ
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
の

基
盤
と
な
る
。

　
「
人
口
に
関
し
て
は
ラ
ン
キ
ン
グ
を
下
か
ら
数
え

た
方
が
早
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
前
提
に
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
現
状
を
少

し
で
も
変
え
て
い
く
に
は
、
市
内
外
の
子
育
て
世
代

や
働
き
盛
り
世
代
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
と
に
か
く
継
続
し
て
進
め
て

い
く
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
世
代
・

働
き
盛
り
世
代
の
市
民
に
は
『
こ
の
ま
ち
で
ず
っ
と

暮
ら
し
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
、
市
外
の
子
育
て
世
代
・
働
き
盛
り
の
世

代
の
方
た
ち
に
は『
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
み
た
い
』

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
心
掛

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
発
信
を
常
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
」（
門
脇
市
長
）

　

そ
ん
な
危
機
感
を「
何
で
も
や
っ
て
や
ろ
う
」の
意

気
込
み
に
変
え
て
、
国
家
戦
略
特
区
の
公
募
に
手
を

挙
げ
、
仙
北
市
が
第
２
次
選
定（
地
方
創
生
特
区
）を

受
け
た
の
は
平
成
27
年
８
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

未
来
投
資
型
事
業
と
地
道
な
都
市
運
営

　

そ
れ
以
後
、
地
方
創
生
に
関
す
る
仙
北
市
の
「
全

国
発
信
の
質
量
」
は
、
各
界
か
ら
の
注
目
を
集
め
続

け
て
い
る
。
そ
の
象
徴
は
今
年
２
月
27
日
に
市
役
所

庁
舎（
田
沢
湖
庁
舎
）の
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
た《
仙
北

市
特
区
推
進
共
同
事
務
局
》
の
看
板
だ
。
内
閣
府
と

秋田市

仙北市

四季折々の風情が人気を集める角館地区（武家屋敷群）

江戸時代の面影を伝える角館地区の商人地区（外町）
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仙
北
市
が
共
同
で
設
立
し
た
特
区
推
進
共
同
事
務
局

は
、
国
家
戦
略
特
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
全
国
10
カ

所
の
地
域
の
中
で
も
、
東
京
、
兵
庫
県
養
父
市
に
次

い
で
、
全
国
３
番
目
の
事
例
と
な
る
。

　
「
私
た
ち
の
提
案
と
し
て
は
、
例
え
ば
農
業
生
産

法
人
に
よ
る
休
耕
田
の
利
活
用
や
６
次
産
業
化
の
推

進
、
農
家
民
宿
と
田
沢
湖
・
玉
川
温
泉
の
存
在
を
組

み
合
わ
せ
た
医
療
・
農
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
市

域
の
実
に
60
％（
山
林
の
70
％
）を
占
め
る
国
有
林
野

の
貸
付
面
積
拡
大
に
よ
る
利
用
促
進
、
無
人
自
動
飛

行
機（
ド
ロ
ー
ン
）や
無
人
バ
ス
な
ど
の
先
端
技
術
を

生
か
し
た
各
種
事
業
の
推
進
（
近
未
来
技
術
実
証
特

区
）を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
規
制
緩
和
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
流
れ
の
延
長
線
上
と
も
い
う
べ
き
取
り
組
み

と
し
て
、
昨
年
６
月
に
は
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続

可
能
な
開
発
目
標《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
》の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
提
案
を
行
い
、
全
国
29
の
《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
》
の
一
つ
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
」（
門
脇

市
長
）

　

そ
し
て
今
年
│
│
。
新
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
、

５
月
１
日
か
ら
は
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改

ま
っ
た
。
内
閣
府
と
の
連
携
に
よ
る《
仙
北
市
特
区
推

進
共
同
事
務
局
》は
、
そ
の
わ
ず
か
２
カ
月
ほ
ど
前
に

設
置
さ
れ
た
。
ま
さ
に
令
和
の
始
ま
り
と
と
も
に
、

近
未
来
に
向
け
た
仙
北
市
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
は
新
た
な
推
進
力
を
得
た
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た

「
追
い
風
」を
十
分
に
受
け
つ
つ
も「
逆
に
こ
れ
か
ら
が

正
念
場
」と
門
脇
市
長
は
表
情
を
引
き
締
め
る
。

　
「
グ
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
地
区

の
構
築
を
図
る
た
め
」に
国
家
戦
略
特
区（
地
方
創
生

特
区
）
お
よ
び
近
未
来
技
術
実
証
特
区
な
ど
へ
の
取

り
組
み
に
果
敢
に
舵
を
切
っ
た
仙
北
市
に
と
っ
て
、

そ
れ
を
基
盤
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
に
は
、
も
ち
ろ
ん
不
退
転
の
覚
悟
で
の
取
り
組
み

が
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
民
間
企
業
が
参
画
し
て
の
事
業
化
も

進
み
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
実
証
実
験
の
枠
を
大
き

く
超
え
る
に
至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
の
方
が
、
現
状

で
は
ま
だ
多
い
。

　

当
然
、
そ
の
前
に
、
市
民
の
暮
ら
し
の
充
実
化
に

向
け
た
各
種
事
業
・
施
策
、
市
政
運
営
上
の
懸
案
に

な
っ
て
い
る
各
種
事
業
・
施
策
の
推
進
な
ど
、「
待
っ

た
な
し
」
で
取
り
組
む
べ
き
事
業
・
施
策
の
数
々
も

山
積
し
て
い
る
。

　
「
例
え
ば
令
和
元
年
度
の
当
初
予
算
編
成
の
際
に

も
、
財
源
の
確
保
に
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
令

和
２
年
12
月
に
開
庁
予
定
の
新
角
館
庁
舎
の
建
設
工

事
や
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
各
庁
舎
の
耐
震

補
強
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
小
中
学
校
施
設
の
補
修
、

水
道
未
普
及
地
の
解
消
事
業
、
災
害
対
策
や
道
路
補

修
事
業
な
ど
に
も
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
福
祉
医
療
費
、
子
育
て
支
援
、
病
院
事

業
や
市
民
の
健
康
増
進
事
業
な
ど
、
都
市
運
営
に
不

可
欠
な
各
種
の
事
業
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
一
方

で
国
家
戦
略
特
区
な
ど
将
来
に
向
け
て
の
投
資
も
不

可
欠
だ
か
ら
で
す
。

農薬散布はドローンの有効な活用策の一つ

数ある紅葉の名所のなかでも有名な抱返渓谷（だきがえりけいこく）
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仙北市　市 政 ル ポ

（秋田県）

　

そ
の
た
め
、
歳
入
が
伸
び
悩
む
状
況
下
に
あ
っ

て
、
逆
に
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
高
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
事
業
の
平
準
化
や
市
有
財
産
の
整
理
、
事
務

事
業
の
各
種
見
直
し
な
ど
歳
出
面
で
の
改
善
努
力
に

も
、
も
ち
ろ
ん
力
を
尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
上
で
な
お
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
事
業
、
さ
ま
ざ

ま
な
追
い
風
を
活
用
し
た
未
来
志
向
型
の
事
業
に
も

ひ
る
む
こ
と
な
く
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す
」（
門
脇
市
長
）

　

事
業
化
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
事
業
、
結
果
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
事
業
も
含
め
、
そ
れ
で
も
こ
こ

数
年
、
仙
北
市
か
ら
発
信
さ
れ
て
き
た
未
来
志
向
型

の
各
種
取
り
組
み
は
、
先
進
的
か
つ
魅
力
的
な
も
の

が
多
い
。

多
様
な
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
事
業
の
現
況

　

仙
北
市
が
実
施
し
て
き
た
国
家
戦
略
特
区
（
地
方

創
生
特
区
）
の
主
な
取
り
組
み
（
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）と
そ
の
現
況
の
概
略
は
お
よ
そ
次
の
通
り
だ（
参

考
資
料
＝
仙
北
市
公
式
サ
イ
ト
・
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
、
他
）。

◇
農
業
分
野
［
農
業
法
人
多
角
化
等
促
進
事
業
／
区

域
計
画
＝
事
業
者
が
農
地
法
な
ど
の
特
例
を
活
用

し
、
新
た
な
農
業
生
産
法
人
を
設
立
。
高
機
能
農
作

物
の
生
産
・
加
工
な
ど
を
実
施
］

　

平
成
28
年
に
有
限
会
社
グ
ラ
ン
ビ
ア（
東
京
）が
仙

北
市
に
進
出
。
株
式
会
社
田
沢
湖
自
然
フ
ァ
ー
ム
を

設
立
、
田
沢
湖
畔
に
欧
風
食
堂
ｋ
ａ
ｅ
ｄ
ｅ
を
オ
ー

プ
ン
（
平
成
29
年
４
月
〜
）。
０
・
４
ha
の
耕
作
地
で

か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
開
始（
同
６
月
〜
）。
秋
田
県
産
・
三

元
豚
１
０
０
頭
の
放
牧
開
始（
同
７
月
〜
）、
国
産
生

ハ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催（
同
９
月
）、
生
ハ
ム
加

工
開
始（
同
12
月
〜
）、
以
後
、
毎
年
11
月
に
仕
込
み
、

翌
年
３
月
に
出
荷
、
他
。

　

ま
た
株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
ー
ム
仙
北
は
平

成
28
年
５
月
よ
り
休
耕
田
約
０
・
８
ha
を
活
用
、
菊

芋
・
大
豆
な
ど
の
作
付
け
を
始
め
、
今
日
に
至
る
。

◇
林
業
分
野
［
国
有
林
野
活
用
促
進
事
業
／
区
域
計

画
＝
事
業
者
が
田
沢
湖
周
辺
地
区
の
10‌

ha
の
国
有
林

野
を
活
用
。
森
林
空
間
を
高
度
利
用
し
た
生
産
方
式

を
導
入
。
森
林
の
新
た
な
価
値
創
造
お
よ
び
食
産
業

の
振
興
を
図
る
］

湧出量日本一の強酸性湯・玉川温泉は温泉療養の拠点

北日本随一の高山植物の宝庫・秋田駒ケ岳

昭和48年まで使用されていた分校「思い出の潟分校」（一般公開）
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前
項
・
農
業
分
野
で
進
出
し
た
有
限
会
社
グ
ラ
ン

ビ
ア
が
民
有
地
で
試
験
放
牧
（
国
産
豚
20
頭
、
平
成

28
年
11
月
〜
）
の
後
、
平
成
28
年
、
同
29
年
に
放
牧

に
適
し
た
国
有
林
野
の
現
地
調
査
実
施
、
他
。

◇
近
未
来
技
術
分
野
［
特
定
実
験
試
験
局
制
度
に
関

す
る
特
例
事
業
／
区
域
計
画
＝
Ｆ
Ｐ
Ｖ‌

Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ

ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
株
式
会
社
が
開
催
す
る
ド
ロ
ー
ン
イ
ン
パ

ク
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
２
０
１
６
の
開
催

に
お
い
て
、
特
定
実
験
試
験
局
制
度
の
利
用
に
関
わ

る
申
請
か
ら
免
許
発
給
ま
で
の
手
続
き
を
大
幅
短

縮
。
電
波
を
活
用
し
た
実
証
実
験
や
技
術
開
発
な
ど

を
促
進
す
る
］

　

平
成
27
年
６
月
か
ら
各
種
準
備
を
開
始
。
大
会
開

催
前
日
（
平
成
28
年
７
月
28
日
）
に
Ｆ
Ｐ
Ｖ‌

Ｒ
ｏ
ｂ

ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
株
式
会
社
が
免
許
申
請
、
即
日
で
総
務

省
が
免
許
状
を
発
給
、
同
年
７
月
29
〜
31
日
の
大
会

を
開
催
。

◇
旅
行
業
分
野
［
国
家
戦
略
特
区
特
別
区
域
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
確
保
事
業
／
区
域
計
画
＝
農
家
民
宿

を
営
む
事
業
者
な
ど
に
よ
る
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た「
着
地
型
旅
行
商
品
」の
企
画
・
提
供
促
進
の
た
め
、

仙
北
市
で
地
域
の
事
情
に
即
し
た
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
試
験
を
実
施
］

　

平
成
29
年
６
〜
７
月
に
願
書
を
取
り
ま
と
め
、
同

年
８
月
22
〜
23
日
に
国
家
戦
略
特
区
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
研
修
を
開
催
。
修
了
試
験
に
合
格
し
た
12
名

が
同
年
９
月
に
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
を

受
験
し
、
同
年
10
月
に
10
名
が
合
格
。
翌
年
１
月
に

地
域
限
定
旅
行
業
の
新
規
登
録
を
果
た
す
（
登
録
団

体
＝
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
）

◇
特
区
関
連
事
業［
右
の
各
分
野
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
各
種
の
実
証
実
験
を
実
施
］

　

ド
ロ
ー
ン
と
秘
匿
通
信
に
よ
る
図
書
輸
送
の
実
証

実
験
（
平
成
28
年
４
月
、
西
明
寺
小
学
校
〜
西
明
寺

中
学
校
ま
で
図
書
を
輸
送
、
株
式
会
社
プ
ロ
ド
ロ
ー

ン
）、
無
人
運
転
バ
ス
公
道
実
証
実
験
（
同
年
11
月
、

株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
、
内
閣
府
）、
角

館
空
中
さ
ん
ぽ
実
証
実
験
（
平
成
29
年
５
月
、
株
式

会
社
く
ま
が
い
印
刷
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
映
像

で
角
館
上
空
を
バ
ー
チ
ャ
ル
飛
行
）、
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｐ
Ａ

株
式
会
社
と
株
式
会
社
リ
コ
ー
に
よ
る
自
動
運
転
の

共
同
実
証
実
験
（
同
年
９
月
、
自
動
運
転
の
課
題
洗

い
出
し
の
た
め
実
施
）

◇
仙
北
市
独
自
の
取
り
組
み
［
右
の
各
分
野
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
仙
北
市
が
実
施
し
た
主
な

取
り
組
み
］

　

仙
北
市
指
定
ド
ロ
ー
ン
飛
行
エ
リ
ア
の
設
定
、
ド

ロ
ー
ン
の
各
種
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
外
国
人

医
師
の
臨
床
修
練
制
度
の
事
前
実
証
、
近
未
来
技
術

実
証
特
区
仙
北
市
に
お
け
る
事
業
創
造
計
画
の
策

定
、
他
。

◇
そ
の
他
の
取
り
組
み
［
高
年
齢
退
職
者
就
業
促
進

事
業
／
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
雇
用
の
安
定
な
ど

に
関
す
る
法
律
の
特
例
を
活
用
し
、
高
年
齢
退
職
者

の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
の
労
働
者
派
遣
事
業
を

行
う
→
雇
用
分
野
］［
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
手
続
き
の

迅
速
化
／
区
域
計
画
＝
新
た
な
産
業
と
雇
用
の
創
出

に
寄
与
し
、
社
会
起
業
の
重
要
な
担
い
手
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

角館は「解体新書」の挿絵を描いた小田野直武の故郷（解体新書記念碑）

ミシュラングリーンガイドにも登録の樺細工角館伝承館（角館）
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法
人
の
設
立
を
促
進
す
る
た
め
、
秋
田
県
と
連
携

し
、
設
立
認
証
手
続
き
の
申
請
書
類
の
縦
覧
期
間
を

２
週
間
に
短
縮
→
創
業
分
野
］他
。

官
民
の
共
通
認
識
が
照
ら
す 

地
域
創
生
の
道
筋

　

課
題
山
積
の
従
来
型
の
市
政
運
営
と
併
せ
て
、
こ

の
よ
う
に
仙
北
市
で
は
将
来
的
な
各
種
課
題
の
解
決

の
み
な
ら
ず
、
よ
り
多
様
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
特

区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
国
家
戦
略
特
区
指
定
の
翌
平

成
28
年
度
以
降
、
実
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
さ
ら
に
そ
の
延
長
線
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
６
月
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
》
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
も
新
た
に
始
ま
っ

て
い
る
。

　
「
17
の
多
様
な
目
標
達
成
を
図
る
こ
と
で
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い《
究
極
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
》実

現
に
向
け
た
努
力
を
す
る《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
》へ

の
取
り
組
み
は
、
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
目

的
で
あ
る
『
市
民
が
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
と
思

う
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
』、
市
外
の
方
々
か
ら
も『
暮

ら
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
』

の
実
現
に
向
け
た
努
力
と
、
方
向
性
が
そ
の
ま
ま
重

な
っ
て
き
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
40
％
を
超
え
、
何
も
し
な
け
れ
ば
人

口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
仙
北
市
の
よ
う
な
都
市
が
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
す
る
上
で

は
、
規
制
緩
和
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
で
地
域
課

題
の
克
服
を
図
れ
る
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
心
強
い

味
方
で
す
。
そ
の
特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
包
含
し
な

が
ら
地
域
を
活
性
化
し
、
人
に
や
さ
し
く
環
境
に
も

や
さ
し
い
世
界
の
構
築
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
指
針

と
も
い
え
る《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
》を
市
民
協
働
で

実
践
す
る
こ
と
は
、
行
政
・
市
民
・
事
業
者
の
意
識

改
革
を
、
さ
ら
に
促
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
」（
門
脇
市
長
）

　

か
つ
て
田
沢
湖
に
は
固
有
種
の
ク
ニ
マ
ス
が
た
く

さ
ん
生
息
し
て
い
た
が
、
強
酸
性
の
玉
川
の
水
を
産

業
振
興
の
た
め
流
入
さ
せ
た
た
め
、
戦
前
に
死
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
田
沢
湖
で
生
ま
れ
、
移
殖

さ
れ
て
い
た
ク
ニ
マ
ス
の
卵
か
ら
生
ま
れ
た
子
孫
が

山
梨
県
・
西
湖
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
在
、

仙
北
市
で
は
「
田
沢
湖
再
生
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
途
上
だ
が
、
消
え
た

と
思
わ
れ
て
い
た
か
つ
て
の
地
域
資
源
が
再
び
よ
み

が
え
ろ
う
と
し
て
い
る
事
実
は
、
非
常
に
興
味
深

い
。
そ
し
て
日
本
一
の
深
さ
を
誇
る
田
沢
湖
は
、
見

る
角
度
に
よ
り
光
の
屈
折
な
ど
の
関
係
で
色
合
い
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
仙

北
市
の
今
あ
る
地
域
資
源
の
多
様
性
を
象
徴
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
、
と
て
も
面
白
い
。

　

規
制
緩
和
を
呼
び
水
に
、
既
に
あ
る
地
域
資
源
や

よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
地
域
資
源
、
新
た
に
創
造
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
資
源
が
、
混
然
一
体
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
仙
北
市
の
地
域
創
生
。

そ
の
現
況
お
よ
び
過
程
は
日
本
の
近
未
来
の
縮
図
に

も
見
え
て
く
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤‌

隆
／
取
材
日‌

令
和
元
年
７
月
17
日
）

神秘的な雰囲気が人気の田沢湖の深さは日本一

田沢湖畔「田沢湖クニマス未来館」はクニマス再生の拠点
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